











Changcs in C02 COnCenttation increase the invasivc ability of colon cancer
cells(大腸癌細胞はC02の濃度変化により浸潤能が克進する)
小









【緒言】近年、腹腔鏡手術は多くの疾患に導入されてお り、特に大腸癌イ   は手
術器械や外科的手技の向上もあつて進行度の高い症例へと適応が拡大されつつある。







の癌性腹水から採取 した癌細胞を対象 とした。C02濃度の異なる条件下、(o50/O C02
下6時間培養群 (コン トロール群)、 (b)200/O C02下6時間培養群、(c)200/O C02下6時
間培養後に 50/O C02下6時間培養群における細胞浸潤能の変化を Biocott MatrigelTM
6-well invasion chamberにて検討 した。また、3群間におけるmatrix mctalloproteinasc
(MMP)2およびMMP9のmRNA発現の変化を RT―PCR法にて検討 した。
【結果】いずれの細胞株も、(a)群と比較し(b)群で 1.2～2,1倍と浸潤細胞数の有意な
増加を認めた。また、C02濃度変化を加えた(c)群において、浸潤細胞数は(a)群と比
較し 2.5～7.9倍と有意な増加を認めた。同様の方法にて、大腸癌患者の癌性腹水か
ら得られた癌細胞を使用し浸潤能を検討すると、(a)群と比較し(b)群では 1,25～2.08
倍と浸潤細胞数の有意な増加を認め、(c)群では1,75～6.4倍と有意に増加した。
大月易癌細胞株におけるMMP2および MMP9のmRNA発現は、(b)群においては
SW620およびHCTl16で、(c)群においてはColo205を加えた3細胞株で有意に増強
していた。
【結語】以上の結果より、大腸癌細胞に対するC02の新しい作用として、MMPの発
現を増強することにより浸潤能を克進させることが考えられた。本研究は、進行大
腸癌における新規再発機序の存在を示唆するものであり、本学学位論文として充分
価値があるものと判断する。
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